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１ 活動分野等   
 
事業の対象となる活動団体、分野等該当する箇所に○を記入します。 

 

２ 現状・課題  
 
調書作成時点の状況分析を行い、現状、課題、強化すべき点等を明らかにします。 

 

３ 実施内容 
 
実施する施策の内容を具体的に記入します。 

 

４ 成果指標 
 
 調書作成時点の現状、計画期間でめざしていく目標を数値等により具体的に記入します。 

  

５ 年次スケジュール（予定） 
 
 調書作成時点の第 4次計画期間中の事業スケジュール（予定）を記入します。 

 

６ 年度別実施状況 
 
各年度に実施した施策の実績を簡潔に記入し、その達成度に応じてＳ、Ａ、Ｂ、Ｃの４段

階で自己評価を行います。 
 

評価ランク 意  味 

Ｓ  予定を上回る。達成度の目安は、120％超。 

Ａ  概ね予定どおり。達成度の目安は、90％超。 

Ｂ  やや予定を下回る。達成度の目安は、70％超。 

Ｃ  予定を下回る。達成度の目安は、70％以下。 

 

７ 効果等 
 
５ヵ年の目標に対する効果を記入するとともに、各年度の事業実施により得られた効果を

記入します。他団体と協働して取り組む事業については、担当課に対する協働相手先からの

意見や評価も記入します。 

 

８ 次年度以降の取り組み方針 
 
自己評価、事業の効果を踏まえ、次年度以降の実施方針、改善内容等を記入します。 

 

９ 調書の活用 
 
作成した調書は、中間評価及び次期計画策定において活用します。 

 


